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東海宮崎県人会では会員を募集しています。 

詳細につきましては、東海宮崎県人会事務局（株式 

会社メイトーテック内）へお問い合わせください。 

（TEL）052-654-0363 

（東海宮崎県人会ウェブサイト） 

https://www.tokaimiyazakikenjinkai.com/top 

会員募集中！ 
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宮崎カーフェリーの詳しい情報につきましては、ウェブ

サイトをご覧ください。 

（関西予約センターTEL） 

078-321-3030 

（宮崎カーフェリーウェブサイト） 

https://www.miyazakicarferry.com/ 

さらに詳しく！ 

 ８月から１０月の間の大阪事務所の主なイベントにつ
いてお届けします。 

新たなワークスタイルを求めて～日本航空大阪支店～ 

 ８月２日（日）～４日（火）の３日間、宮崎県内にて日本航空大阪支店によるワーケーシ

ョンが行われました。「関西地区からの各地域への誘客推進プロジェクト」として行われ

たこの取組は、日本航空大阪支店が先進的なものとして、ワーケーションを絡めた商品造

成を検討しているものです。 
 そもそも、ワーケーションとは、『「ワーク（仕事）」＋「バケーション（休暇）」』の

造語であり、休暇先で仕事をするという新たな働き方をいいます。 
 今回は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、当初の予定より縮小した形での開

催となりましたが、高千穂町の郷土料理かっぽ鶏づくり体験や、「椎葉のマチュピチュ」棚

田の見学、宮崎市のフェニックス・シーガイア・リゾートの視察など、幅広いフィールドの

関係者の方々に御協力をいただきました。 
 生活様式が変わりつつある今、リモート会議は当たり前の風景になりましたが、これか

らさらなる県内でのワーケーションの受入れに力を入れていかなければと強く感じまし

た。（芥田） 
■ホテルでのワークショップ 
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■かっぽ鶏づくり体験 



宮崎県大阪事務所では、公式Facebookページを開設し、事務所の取組など、随時情報を更新し

ています！

是非、ページへの「いいね！」をよろしくお願いします。

住所：大阪市北区梅田1-3-1-900 大阪駅前第1ビル9階 TEL：06-6345-7631

私のおすすめ in 関西・中京 〜高校球児の夢の大舞台～

編集後記
１０月、神戸港から宮崎カーフェリーに乗船しました。出港時には、

「１０００万ドルの夜景」と評される神戸の夜景を海から楽しむこと
ができました。特に日の短い季節はおすすめです。この夜景とゆった
りとした船旅を楽しめるのはカーフェリーの魅力ですね！（甲斐）

■阪神甲子園球場

■夏の甲子園第100回開会式

１９２４年、春、阪神電鉄は日本初の本格的な野球場の建設を計画しま
した。米国のニューヨークジャイアンツのグラウンドを参考に突貫工事を
開始。わずか４ヶ月半で東洋一大きな施設を完成させたのです。この年は、
干支の最初にあたる「甲子（きのえね）」という縁起のいい年であったこ
とから、「甲子園大運動場」と名付けられました。現在の「阪神甲子園球
場」であります。

毎年、この球場には全国のファンを熱くさせる、あるイベントがやって
きます。それは、「夏の全国高等学校野球選手権大会」と「春の選抜高等
学校野球大会」。毎日、部活で汗を流す高校球児らにとっては“夢の大舞
台”です。

そうした高校野球ですが、２０１８年には夏の大会が１００回目を迎え
ました。史上最多の５６校が出場したこの大会の開会日には、午前７時
４０分に満員通知が出され、球場上空のヘリコプターからボールが投下さ
れ、星陵高校ＯＢの松井秀喜さんによって始球式が行われました。
「本気の夏 １００回目」、宮崎県の高校生によって考えられたこの

キャッチフレーズのとおり、この年も新記録が飛び出すなど一試合一試合
から自分は目が離せませんでした。

そして、今年―。２０２０年は新型コロナウィルス感染拡大により春、夏ともに中止となりましたが、
春の大会で夢の舞台に立つことができなかった高校球児らのために交流試合が開催されました。コロナ
禍のため無観客試合となりましたが、それでも本大会に劣らない試合ぶりを発揮しました。選手らに
とってはたった一試合ではありましたが、かけがえのない経験となったのは言うまでもないでしょう。

これからも新たな歴史が刻まれるであろう甲子園をテレビではなく、球場に足を運んで選手と一緒に
歴史を刻んでみてはいかがでしょうか。（芥田）

大阪シティ信用金庫本店が宮崎一色に！

■みやざき観光展

９月１６日（水）から、約２ヶ月間大阪市北浜にある大阪シティ信
用金庫にて、「みやざき観光展」を開催しました。
会場は、県内市町村の観光パンフレット配布のほか、移住定住相談

の紹介や焼酎の展示、宮崎牛ののぼりを掲げるなど、宮崎カラーに染
まりました。
昨今の新型コロナウイルス感染拡大防止により、人と人の交流は難

しい状況が続きますが、「いつか宮崎に是非」という思いを込めて、
会場を訪れたたくさんの方々に「日本のひなた宮崎県」を楽しんでい
ただきました。（芥田）


